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現千葉県議会 副議長 
         

     岡
      村やすあき      
                 暮らしやすく、安全で効率の高い、 

                 生活基盤の整備と充実に努めます。 

 安全 1 

 防災と地域 

    

国
の
防
災
関
係
の
機
関
で
は
、
今
後
三
〇

年
の
間
に
南
関
東
地
域
に
お
い
て
、
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
７
程
度
の
大
規
模
な
地
震
が
七

十
％
の
確
立
で
発
生
す
る
と
予
測
し
て
い

ま
す
。
平
成
十
九
年
度
の
被
害
想
定
調
査
で

は
、
建
物
の
倒
壊
や
火
災
な
ど
の
被
害
を
は

じ
め
、
死
傷
者
の
発
生
な
ど
甚
大
な
被
害
を

想
定
し
て
い
ま
す
。 

ま
た
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
影
響
に
よ

り
、
台
風
が
強
大
化
す
る
と
共
に
、
局
地
的

な
集
中
豪
雨
の
頻
度
が
増
え
、
風
水
害
や
土

砂
災
害
が
増
加
す
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。 

 

 
 
 

  

阪
神
大
震
災
や
以
後
の
災
害
に
お
い
て
、

地
域
の
助
け
合
い
に
よ
る
救
助
は
、
公
的
機

関
の
五
～
六
倍
に
も
上
が
っ
た
と
い
う
デ

ー
タ
が
あ
り
ま
す
。(

県
消
防
地
震
防
災
課
調
べ)

 

災
害
時
の
救
助
体
制
に
は
、
自
助
・
共
助

（
地
域
）
・
公
助
（
公
的
機
関
）
な
ど
が
あ

り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、
公
的
機
関
の
防
災

 

大
規
模
地
震
発
生
予
想
と

増
加
す
る
風
水
害
災
害

災
害
時
の
救
助
体
制
と
、

地
域
防
災
体
制
の
構
築

 

                     

施
策
を
強
化
す
る
と
共
に
、
地
域
に
お
け

る
共
助(

助
け
合
い)

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

に
よ
る
支
援
の
取
り
組
み
な
ど
の
体
制
づ

く
り
を
促
進
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

四
街
道
市
に
お
い
て
は
、
平
成
十
八
年
、

四
街
道
高
校
を
主
会
場
と
し
て
、
八
都
県

市
合
同
防
災
訓
練
が
行
わ
れ
、
約
四
千
名

の
市
民
が
参
加
し
ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
、

｢

災
害
時
の
困
難
さ
が
実
感
で
き
た
。
地
域

の
連
帯
・
助
け
合
い
の
大
切
さ
が
分
か
っ

た
。｣

と
い
う
意
見
が
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

 

私
は
、
災
害
か
ら
市
民
を
守
る
た
め
、

次
の
防
災
施
策
を
推
進
い
た
し
ま
す
。 

 

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
や
学
校
等
の
公
共
施
設

や
、
公
的
機
関
の
耐
震
性
や
防
災
性
を
強

化
す
る
こ
と
に
努
め
ま
す
。
特
に
、
学
校

に
つ
い
て
は
、
子
ど
も
の
安
全
確
保
と
共

に
、
災
害
時
の
拠
点
と
も
な
る
の
で
、
早

期
に
整
備
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

 

防
災
の
広
域
化
を
進
め
、
消
防
・
救
急

救
助
体
制
の
充
実
強
化
を
推
進
い
た
し
ま

す
。
ま
た
、
地
域
の
連
帯
感
と
連
帯
・
助

け
合
い
の
度
合
い
を
高
め
る
た
め
に
、
地

域
消
防
団
や
各
自
治
会
と
共
に
、
地
域
の

自
主
防
災
組
織
の
組
織
化
を
進
め
ま
す
。 

               安全・生活基盤整備に関する重点目標 
・防災対策の強化、災害救助対策の強化などのより、災害から市民を守るた

めの施策を推進します。 

・犯罪の起こりにくい、犯罪を起こさせない環境の整備に努めます。 

・警察署・交番や、地域住民・防犯ボランティアなどと協働した活動を積極

的に行い、防犯ネットワークの構築を図ります。 

・ＪＲ総武線の快速増発と快速の終電時刻の繰り下げに努めます。また、バ

スの利便性向上等、通勤通学対策に取り組みます。 

・国道５１号線の早期拡幅や県道の着実な整備で、渋滞解消と道路交通の安

全性と利便性を高めます。 
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